
鹿児島大学共通教育センター○○部門

専任教員応募書類

希望職名：   ○ ○

上記職名で応募します。

年  月  日

 氏名   ㊞

ia24040user
引き出し線
初年次教育・教養教育

ia24040user
引き出し線
准教授



履   歴 書

( 年  月 日現在）

フリガナ

氏 名

性

別 国

籍

写真貼付
生年月日 年  月  日（満  歳）

現 住 所

〒  － 電話 （ ） －

FAX （ ） －

Email： 

勤 務 先

〒 － 電話 （ ） －

FAX （ ） －

Email： 
学    歴

年 月 事    項

年  月

1997 年 3 月 
1999 年 3 月 
2004 年 12 月 

【学位・称号】

学士（○○大学）

修士（○○学）（○○大学 ○○第○○○号）

博士（○○学）（○○大学 ○○第○○○号）

別記様式第 1 号 



職 歴 （ 教 育 歴 ）

年 月 事    項

年  月

2005 年 4 月 
2005 年 4 月 
2006 年 3 月 
2007 年 3 月 
2007 年 4 月 

○○大学 ○○学部 ○○学科 特任助教 採用

私立○○大学 ○○学部 非常勤講師 採用

私立○○大学 ○○学部 非常勤講師 任期満了

○○大学 ○○学部 ○○学科 特任助教 辞職

○○大学 ○○学部 ○○学科 講師 採用（現在に至る）

免許、資格及び外部検定試験（スコア等）

年 月 事    項

年  月

賞 罰 ・ 処 分 歴 等
年 月 事    項

本書類の記載内容については事実に相違ありません。虚偽の記載があった場合には、採用取消や懲戒処分

等の対象となり得ることについて了承します。

  年  月  日

氏名 （自署）

【記載上の注意】 

※職歴（教育歴）の欄には、最終学校卒業等の月の翌月から、空白期間がないように記入すること。

なお、在宅期間については、「在家庭」と記入すること。

※賞罰・処分歴等欄には、過去に学生に対するセクシュアルハラスメントを含む性暴力等を原因として

懲戒処分若しくは分限処分を受けた場合には、処分の内容及びその具体的な事由を必ず記入すること。



業 績 調 書 

氏 名 

（自署） 

Ⅰ 教育業績 

教育上の業績 

に関する事項 
年月又は期間 概   要 

1．大学（高等教育）におけ

る教育指導の改善への積極

的貢献 

2．大学（高等教育）におけ

る教育指導の実績 

3．大学（高等教育）におけ

る教育指導上の努力点 

4．その他 

○年○月

〇年〇月 

〇年〇月 

〇年〇月 

○年○月～

○年３月

○年度

○年度

○年度

〇年度 

○年度

〇年度 

教科書の出版、教育実践に関する報告書の作成等 

・教養教育科目「〇〇」で使用する教科書〇〇〇を

共同執筆者し、〇〇社より出版した。

・必修科目「〇〇」において、アクティブ・ラーニ

ングを導入した授業を実践し、〇〇報告書として

まとめた。 

高等教育実践に関する研修等 

・〇〇〇に関する FD研修会を企画した。

正課外における高等教育実践等 

・指導している〇〇サークルが、〇〇大会で金賞を

受賞した。

大学において授業を担当した年数 

・共通教育：○年○月

・〇〇学部教育：〇年〇月

担当授業科目名と受講者数 

・共通教育：初年次セミナーⅠ（３６名）、･････

・〇〇学部：○○○論（２０名）、･････

・〇〇研究科：○○○特論（５名）･････

・共通教育：〇〇学入門（２００名）･････

・〇〇学部：〇〇〇概論（３０名）･････

高大接続、入試への貢献 

・〇〇高校で出前授業〇〇〇を実施した。

・個別入試試験で〇〇〇の問題を作成した。

卒業研究・修士論文・博士論文の指導学生数 

・〇〇学部卒業研究○名

・〇〇研究科修士論文○名

・〇〇研究科博士論文○名

教育改善に関する取り組み 

・教養教育科目「〇〇」で manabaを活用し、自学自

習を促進した。

該当なし 
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Ⅱ 研究業績

１．論文

番号、著者、タイトル名、発表誌、巻・号（年月）pp.〜、査読の有無 
※最新のものから順次発表年を遡って記載してください。

※ 主要論文３編以下については、タイトル名にアンダーラインを引き、別刷（コピー可）および論文概要

を添付してください。英文の論文については、巻・号（年月）の部分は英語表記にしてください。

２．著書

番号、著者、書名、出版社名、発行年月

※最新のものから順次発表年を遡って記載してください。

３．口頭発表

番号、発表者名、タイトル名、発表学会の名称、発表年月、選考審査の有無

※最新のものから順次発表年を遡って記載してください。

４．特許

番号、発明者、発明の名称、出願国、出願番号（出願年月日）、公開番号（公開年月日）、公告番号（公告

年月日）、登録番号（登録年月日）

５．学術賞

番号、受賞者、受賞タイトル名、授与者名（団体名）、受賞年月

６．研究助成

番号、申請者、研究課題名、助成金の名称（資金提供者）、助成期間、金額

※ 研究代表者の場合は、本人申請者名にアンダーラインを引いてください。

７．その他（上記のいずれにも分類できない研究活動）



Ⅲ 管理運営・社会活動

１．学内（所属組織内）における委員会活動等

（例）・○○○○大学○○委員会委員（2012 年度～2014 年度）

・○○○○大学○○委員会委員（2014 年度～2016 年度）

２．学外（所属組織外）における委員会活動等

（例）・○○○○県○○委員会委員（2012 年度～2013 年度）

・○○○○市○○委員会委員（2016 年度～2019 年度）

３．学会活動等

学会における委員等

（例）・○○○○学会全国大会○○委員（2012 年度）

・○○○○学会九州支部○○委員（2014 年度）

現在の所属学会

（例）・○○○○学会（2009 年度～現在）

・○○○○学会（2010 年度～現在）

４．その他（上記のいずれにも分類できない管理運営・社会活動等）



論 文 概 要

氏 名

タイトル名：

著者：

概要：

タイトル名：

著者：

概要：

タイトル名：

著者：

概要：

１． Ａ４横書き（フォントサイズ 10.5 ポイント）で記載して下さい。 
２． 論文の概要を 500 字以内にまとめて記載すること。なお、著者が複数人の場合は、貢献の度合もしく 

は本人担当部分について説明を行うこと。
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大学教育についての意見と抱負及び共通教育センター着任後の活動の展望

氏 名

※ Ａ４横書き（フォントサイズ 10.5 ポイント）１枚程度で記載して下さい。
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参考となる意見の問い合わせ先

応募者氏名

【 問い合わせ先１ 】
氏   名

所   属

職   位

住   所

電 話 番 号

Email 

【 問い合わせ先２ 】
氏   名

所   属

職   位

住   所

電 話 番 号

Email 

※ 応募書類の個人情報については適正に管理します。



履歴書・業績調書の記入要領

共通事項

１．用紙は A４版縦長、横書きとする。 
２．字体は、明朝体で、フォントサイズ 10.5 ポイントとする。 
３．年号は西暦を用いる。

４．青字は例示であり、調書作成の際は削除する。

５．適宜行追加して記入のこと。

応募書類表紙

１．応募する職名を記入する（採用希望職名は、複数職名記入可。）。

２．氏名は直筆とし、押印すること。

履歴書

１．年齢は、採用予定日現在で記入すること。

２．学歴は、高等学校卒業以降全て記入すること。外国の学校名は英文表記等でよい。

３．学位・称号は全て記入すること。

  （例）○○学士（○○大学）、修士（○○学）（○○大学 ○○第○○○号）

  博士（○○学）（○○大学 ○○第○○○号）

４．職歴は一機関における在職状況を明確に記入し、以下のとおり統一する。

（例）○○○○年○○月 ○○○○採用／入社／勤務

 ○○○○年○○月 同上 辞職／退職

５．写真は申請時３ヶ月以内のものを貼付すること。

６．署名は直筆とすること。

業績調書

１．Ⅰ教育業績、Ⅱ研究業績、Ⅲ管理運営・社会活動の項目毎にページを改めること。

２．Ⅰ教育業績について

記入例を参考にして「教育上の業績に関する事項」の 4 項目について時系列で記入す

ること。

① 大学(高等教育)における教育指導の改善への積極的貢献

(ｱ) 作成した教科書・教材、高等教育における教育実践に関する調査・実践報告等

(ｲ) 高等教育実践に関する研修(ファカルティ・ディベロップメント活動への参加

大学の授業研究会への授業公開、大学教育実践に関する研究プロジェクトへの

参加)等

(ｳ) その他正課外における高等教育実践(外国語ラウンジ、大学におけるクラブ活

動指導、留学生指導を含む。)に関わる顕著な業績等



② 大学(高等教育)における教育指導の実績(センター所属の教員にあっては、当該

センター業務を含む。) 

(ｱ) 大学において授業を担当した年数 

(ｲ) 担当授業科目名と受講者数 

(ｳ) 高大接続、入試への貢献 

(ｴ) 卒業研究・修士論文を指導した学生数  

(ｵ) その他 

③ 大学(高等教育)における教育指導上の努力点 

(ｱ) 特に行っている授業改善に関する取り組み 

④ その他 

(ｱ) 大学(高等教育)における教育経験を有しない者にあっては、詳細なシラバスや

担当予定の授業科目の展開構想等 

(ｲ) 大学(高等教育)以外における教育活動等 
 
３．Ⅱ研究業績について 

① 論文は、最新のものから順次発表年を遡ってすべてについて記入すること。著者

が多数の場合は、主な著者を記入し以下は省略可能とする。ただし、省略する場合

は外○人と人数を記入し、申請者本人が何人中何番目であるか明示すること。 
 また、責任著者の場合はその旨明示すること。 
② 主要論文３編以下においては、タイトル名にアンダーラインを引き、別刷（コピ

ー可）及び③の論文概要を添付すること。 
③ 論文概要は、主要論文３編について、概要を 500 字以内にまとめて記入するこ

と。なお、著者が複数人の場合は、貢献の度合若しくは本人担当部分についての説

明を行うこと。 
④ 著書、口頭発表は最新のものから順次発表年を遡って記入すること。 
⑤ 特許は、該当する事項について記入すること。 
⑥ 学術賞は、学会の論文賞等学術で貢献したことに対する受賞について記入するこ

と。 
⑦ 研究助成は、科学研究費補助金、産学連携研究等競争的資金などの取得状況、及

び共同研究、受託研究について記入すること。また、本人が研究代表者であれば、

本人申請者名にアンダーラインを引くこと。 
⑧ 上記項目で該当のない事項については、“該当なし”と記入すること。 
⑨ その他は、上記のいずれにも分類されていない研究活動で、自己ＰＲの必要があ

ると判断される事項について記入すること。 
 
４．Ⅲ管理運営・社会活動について 



① 学内（所属組織内）における委員会活動等について記入すること。 
（例）教育機関に所属している場合の記入事例 
   ・ 学長から指名された役職等（副学長、学長補佐等（期間）） 
   ・ 入学試験業務への参画状況（個別試験出題委員、採点委員（年度）） 
   ・ 学部、学科内等の委員経歴（学科長、教務委員、FD 委員、自己点検評価 

委員、学生生活委員、広報委員、ネットワーク委員、国際交流委員、施設 
整備検討委員（期間）など） 

（例）企業等に所属している場合の記入事例 
   ・ 企業等における職階で、教育機関における委員と同等と思われる諸活動につ

いて記入する。 
② 学外（所属組織外）における委員会活動等は、国又は地方公共団体等の委員会活

動等について記入すること。 
③ 学会活動等は、所属学会における委員の経歴、国際大会、全国大会、支部大会等

における座長等の経歴を記入すること。 
④ その他は、上記のいずれにも分類されていない管理運営・社会活動で、自己ＰＲ

の必要があると判断される事項について記入すること。 


	原本：履歴書等様式（R710～）
	原本：履歴書・業績調書の記入要領（案）



